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複数の正規母集団の母平均の一次結合を長さ一定の信頼区間を用いて推定する問題を考える．

母分散が未知の場合，長さ一定の信頼区間の構成するためには標本数を逐次的に選ぶ必要がある

(cf. Lehmann and Romano, 2005)．逐次的な手法として，二段階法を用いた構成方法を用いるこ

とにする． 

二段階法による構成方法は，等分散が仮定できる場合とそうではない場合では異なる．等分散

が仮定できる場合は Stein(1945)の方法が適用でき，そうでない場合は，Takada and Aoshima 

(1997)の構成方法がある．この発表では，等分散の仮定が成立しないとき，等分散を仮定して構

成された信頼区間の信頼度の頑健性について発表する．更に，両構成方法の標本数の比較につい

ても発表する(cf. Takada and Miyama, 2012)． 

同様な議論を母平均の一次結合の推定に関する有界リスク問題（Aoshima and Takada, 2002）

についても発表する． 
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